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lI!咽寧 コシデシサー式提祖器の設計

'拘置震に此‘て権!tさ開明綴をi1li礎として!lI«1ll

qy貨発銀設が治加するととも"発火電滋も次第によ央

ずる二とぞよさぺfニ固従って発磁:<I".殴計ずる鳩合.罰

的とナる夜祭鑑設により釦何種の容2止のものとずべき

かは援計学院埠祭を差設として行う凡さである。叉佃

何なる霊試の電気慣普を発政させるかも置計の墨袋に

入る，、さこと位当世である.

G.~祖国 p 民と E. M. Guenault')I~ .5:::主その随

文l三位，て電気雷管の発火特也ヱ世" '-C槍じた後，発

舷ISの震計 l: !b'て送ペコ YダYサー軍出品発厳重"主

多量ほ曜周の発滋 13 としては建良のらのであると述べ

て‘る.その治旨の篇盟主 Fイナ~弐の大型発骸思位

置盤大となり答償もかさむ欠点の外に操作者@個人双

鐙が宮、 η凶カがその務変変わる失点がある。電池のみ

を官接使用する耳障のものでは電池の電圧は常に電気

火花を発生する畿出ぞ与;<.るので安全段の商から玄蚊

<l ,t ·"o ::>;/グ Yサー弐のむ四孟内部鉱銑加殆と郎、

血流恥威'L> 1fh' られるとν ぅ利目と発訟が完了した時

j::.11 ず先陣売の原因となるような lltll<火花ぞ主主ずるエ

ネルギ目が残ら t.;.. ように霞針凶来ると弘・ぅ利点があ

ると述べている。

=シア Yサ，甚間の発破慌の出力はそのlIUEと uν

ヂンサーの容JiI:とによって定まるが問一咽幽カのもの

ぞ作3に!主この程IEt.:::>';/ダンサ-JJ- Ut. 主適当:二定

めるニとが出来る.然しながら :l-lJ:.- ず界二対する安

全度そ宅寝室 1::' 1...れる略法竃1Eと， y グνサーの容盆主

安まって〈る二 cになる園前記 G. Al l駒p ，乏~~.交

じ6この点に慣しては途べてヤな，‘ので策近法二二机ら

の点に髭いて検討した s

e.I) 電気冒管の特性と:::>';/~:/サー式契磁震の

容量に 11' ，て

発磁慌の， yグyサーの容量を 077' ヲ円鼻水

~"'-消費個路の録筑 reR*- ム，時間 0に於げる捕

手電圧を v. ボルトとすると時間 a にIf>.げる緒子世

IfV I :tEi!実現象鴎によれば誤試にて議わされる。

a

l'-VlIl' r.Cｷ..ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ(8.1)

叉山 _l~R ..ｷｷ.........ｷｷｷ..ｷ....ｷ(8.2)

3・_Ill ｷｷｷｷｷｷｷ............ｷ..ｷ-(8.3)

ここに[ I三時間 S に長才る電涯である.従って

I..[¢, 1:1.:··············..·······.(8. の

となる。

今 t 時間後三於げる!t Will，ネhギーを求めるた

めt二 (8. ..)式を t につνて積分する。
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であるから ι*.....~-l.:. ョ ν グYサーの容盆 O によ

らず電庄町の白骨できるて〈るからマイク宮， n

ヲ下位高〈しな〈てむよ rが電屋を上げるべ主 fZ と館

鎗づ.フるニと弘筒♀である.

なん之なれば以下選べる計算錦で分る道町二ニでか

かる・ 331'を待、結I;lを関さな〈ても電気火イ E発生日よ

るが.蜂奨の樹虫を芯〈寸たぬには ζの銘Jlが事き幽

されるからである a

次に使用する電気宮市の特性を考揮にスれた揚舎の

脊鐸侃 iii" と発火冒涜 E の関係は!il l京で述べ rニ

(3.I的式即ち

'"'-3.091(logn)O.;~+ 可 (3.16)

である。こニに

~"'fJlr-:" =A It I門

司_Blr

従って (3. (6) 由皐

.'，・ 309kloFF71 三+Il ｷｷｷ..ｷ(3.16)'
T

二二日二・:主"健の電21宮管を斉ヨをせしむるに必要

む後低戸次電波でありず は電侠宮守 1 鋼の官協抵銑

A I;世揖1:'侭持されるzネルギー. .,. lit岨持r，，'l.

R Ii続畠失を議ねすこと I::I!t:i!q;)遥 η でめる.この

時の・に相当する時間 a そ上式の両遣に梁ずれ I!

a列につは~ ·f': 飽信の兎気雷管の t 値， c還の電気冒

冒を発火させるに憂する~，ドルギーが求められる.ニ

の・と a の関係は夜遣の2ft: 1.5 図より求められる.

故I:. ..偲の電気街管を発火せしむるに要する鎗 =ι ネ

ルギ叶叫式となる。

山=js 仰(叩 _ A旦+R 1..,···...(8. 7)
1 マ 1

則包 (8.7) 式の.，ドルギーが発舷留から供給されれば

よーニ Jヒになる。拙し乍ら発 a奥様から供給される忌*

......~-I 品全部i'1I t奴冒腎の官僚郊のみに供給されるわけ

ではない.則ちJ1磁路線及び前線 iエも供鉛されるよ L と

になる.故 i二泊町回路の諸説 11 をfIl lll 及ぴ際線の滋

銃国民和 11. と電廃問伝説の臨調H.・ t三分フて考え

る.即ら

R=H..+Ho ｷｷｷ....ｷｷ..ｷｷｷｷｷｷ..ｷｷ(8.8)

政"傍観汲ぴ前線に沼愛される ιネルギー Roo Po:}

':tt nll 二楕費される zネルギー F.・は (a.8) 玉えよりそ

れぞれ11<の知、なる.

C1'.リ一之、 ι
= ・ I !-eI/.叶ドニ (8.8)'2¥'- fUR

品zCF(2J勺 x与 (8.8}'

24

故1二"債の司 Ii«雷管を夜発 τしむる，-要する"'';/~

:/-y-実ヨ老後~の霞計基貨を与える克主11:の釦〈なる.

3 加(log 陶い叶山 7lJ C印
字

(弓)ι 些/之)I-e #<~- JII 酬t-l l-e 町} ..ｷ(s.'J

この式に出電気胃管の将位を示す，.f .B ，O'，.，.がスっ

て居り安売国放" I二より高野次官淀耳従って J!;.:J< 持間

a がnま同喝t.! l: 変化する関係が?につて rる.

6.2) it t:!'事例

電気爾管 i主先"途べ fこR努 No_! のむの即ち

A~O α沼9 ジュ -IV. a=0.075. .，. =0 ∞，.診 11_

0 肝ジ品目 NI. 砂のもので関叫湛1. 5 米のものを使用

ヲると寸る。

今丑祢能力団発揚悼ものを置針する治合に俊ドて

考える.安全車そみて会紘能力の 2 倍却ちlI =l 曲個

のものの針慌を符ぅ.

n=l 由江省する点火者 E草は $3..: 国より 0.82 ア y

Aアである，然らI.!M: I.S 図より e・a∞"診を I! る.

S定t:.P ....Lとの'1iI偵を mもて (8.9) 式を 1m サる之友

~!明主

(3 師Z【lagro)"; 子 +Jl} 11日おi5 >}...-,",

となる.

IX 三友illI'J; 2亨匝ぴ右エを計算するに R lj;(a.8)

弐の遜りであるが二のコち R.l;' 電援問径銑のみの III

和である.さて電自車工程誌が流れれば翠度上昇 t二より

その世主上昇ナペきものでるるから針算ずる場合 l:li

この温史上昇後の話調伝をとっ fニ方が実費闘であろう.

R野 NO.l の電気由管に就 d 、てこの位を雪ほ τしてみる.

さて点火玄が発火寸る E堅田温度は錦町建策 1 節でよ丞

べfニ釦< 2'... 泌が C である。叉突部位~(:よれば依

託の:JI: j~ の温度!n ~(i «=0α )0 1424 であるから 1'OC

に於 7る伍を計算すると 1. 2(!+a1') 盤I.:泌 Q とは

る.従って 1.5 対明後暗銑叩町fIl ltの抵抗 '0

とすると悼の均孟

R=R..+R.

-=(0. 3 )1 1∞+4)+ 1. 26>< !回

開】曲 a

となる.

(6- 5) 弐より明らかな鈎〈電If山之容量 O はと

匂:こ宜設であるから符曹に定めるニ d主碕議長 fJf. そ

こで aる容盆の発被援を使用したとき電産は釦何程と

すべ 3かi-求めるニとにする.

8.2.i) 200μF の"グ'"ーを使用寸る場合
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むるa

一­
.-.
解臥 1 図

得る。 M9.! 固 /1 l!lI線1>"'"戸会 13-lボルトの場合

の忽鏑三本ルギーを与え J< 曲線拡2Of< V. 216 ボル

トの湯島0，支出ιネルギ田舎与えてもる.

さて今ニの関Z拭の発磁震基'"依mして 1∞僧の電ス

雷管を夜発させヒ相馬合は前箆の逐η -I.5m包後に発火

が買7ずるから 2泊μF. 134 :!C.......トの発畿穫の n

グYサー \:1:' 1:...20μ"' ， 216d<'.......トの発 8食費のョ ν

Fν サーに:主 I，'s なる s ネ......"'-が践存ずる二 L とに

川町

一...~
.・・ー

令，，~

"

寸
"

:J"I
6

反3ちま調。μF， 1:l-lM...... ーの発舷 IS で"発厳完 7後で

も相当 3になる手本 ~'f 聞が畏存して ι 、る二二とじなるの

で湾呂.イヲナぞ周 γてE絡しニの余分句ヨ色 '~'f ー

を泊費せしめる設置 Hきさ t，; ..と危放である. ~し

勾μF ， 216 l:l£......トの発Iii"でl<発磁 E了後の襲存晶ネ

;-ギーは自民めて小であるから安全度の面から t左前者に

ま乏っている匂才である.従って危議決筑 mの~':/"

Yサ 式発後鐙ぞ鮫1rナる揖合 i主容量!ii- 'N:. して電 IE

を高〈しにものとすべさであろう。.尤もニの霊長;0;'咽耳

仁!主自ら1\1ifll"ある.

とはる.

且上 i )iりの針9事例で闘らか年担( ，田沼の電気

雷管会斉発させるためにユョ~ F:/"'t'-I:.2001''''

"喝，，~トでもよ γし 2)1''''' 216 ボルトでらよい二

とになる.悠し乍らメタ ν瓦斯に対ずる安全度の轟か

ら考様子る時"両倉@優劣が総て〈るニとになる，

a ,) ず実鰻発 Z突すずる安全度に世a て

よ髭計算例i二て偲られに'IIのヨ:/7"':/ヤー式発鼓

肱こItドてず見燭突の原因となる電気火花の発生の箆

必:，?，て容量降毎待ってみる.

OI'~2 1_ -吾、"
それ I:' (8 町式右辺の τ-=--Il-C ..ｷ.l'_.i'.": 二

X2.1Vna 田23X 10-4
"刻。守

01'.1/ -~~、 a
ず f I-c 町_l" ~xO. 悶x 10- ・

とはるから〈臥 9) 式怯

0.3<175+1",1xO.o.田 x 10-4_1','xO.2-152 XIO-~

1'0-134 "'......ト

'<ω るe

mら"グ Vサ"の容 lit """凶 F なら電.E nt 134,y.

h トでよいニと"なる.

8.2.ii) 20μb のョ ν ヂyサ討を俊朗ずる場合二二の

窃合也; )と同じ要領で計算を符え I'::: (8 円支"

0.3475+1",1""0.1997x10-)."f2，( O. 'n 99 深 '0 ・s

.• 1",_216 l!":.......1ト

(8.9) 式の第 2窃ll \3項 4佐野雰ずるョ

C 闇x 10-'P, R_610Q , j・a叫噌 R.・3-l Q

~代スして計算すれば

OJ'.'!_ -:..、 R. y_._A_.#~._.~_.
~Il_t 町千・1" .'>(0 抑制。寸

2 、 J J<

It て j ~ro 肢とした揚合の K の変化につ d て倹

.1 ナれば JR61 とになる.その各時間!:.~~，る値 l主感

8.I1慢である。二の鉱よりグ '7 をか〈と$8. !固ぞ

賓'i e.I 'J巳

一-v・1白 V

発磁器 c・200 ,,'"
の種式 J<・ 2岨 b

の縫合の Jo:r.J 値

時制 m. 一一 Joule
。 I 0

2 I 0.236

• I 0 ・..
8 I 0.777

2) I 1 施。

。 I 1.6'伺

一γ・216 ,
0・2) μ，

n・ 1曲 Q

の縫合nE:D依

Joule

O

0.353

0.439

0 ‘6s
0 絡7

0.<467

第XI. 各国詰植法による電気売をEの一般胴

電気筒智令鈷線ずる場合は注視鎗厳S去が広< J1h'ら

れてγるが多!Illの電気寝'If""車率発火させるときは佐

々ロして直盆R鍬11<ずるニとがるるa 叉Du向"'

のB1回tera' Hand回。k'町三よれば大切な発Iii"際"

電話の釦何に拘ねらず寵並列討餓と?る二とを控突し

て‘るa

掌河野山鹿野田館ロよる発昌弘知何f..: ;;.渥!H'緑て

待。れるか令[直弘司閣の.合及び::1:/ ，':/サ目式発依

訟の湯会につ・て検到しに.以下~il;:ぺる直並列団施"

各直流団施の電気慣智信銀11 St，、.，.......\.潤で"η

並列鑓.li I , 2....···f!の場舎の--n解であるから

-"，""x，_........s..・ 1 のゆ合i時三危なる並夢E館線と
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ェ..'"ヨs .島会髭第 16 包舗i 1m
11. の翻路が発火して発磁拡声7ずることになる.ー

の過律令鹿めると鉱9.q侵ぞ得る.

次に使用する旬俊樹符の発火手本Fレギー l :l: J.:・A+

11' で型経ねされることU既述の;;Iiりであるからぶ，舗

を狸火させるにはニの内情の~，ドルザーが必要にえよ

る.叉~\'，偲については九倍 SrI 偲.-つ!、て

はぷ"僚のs ネルザーを必要とするわけである。ニ

の関係と官官の鯵 9.1 ii径との関係を国示すれば!!II9.2

Ill!を1Gる。

さてニの図:二て [I'Slrl 直葺とよれ xl': 重鎮の交点

l孟 .N I 偲が発火する時聞を示すわけであるが無銭件に

この関係U成立するものでなる。即t， -'"I の回路が発

火する隣剛S第 9.2閣より得られた"の置が第I.

t二途同た提ft学合商現実't'~震にして求めた者発促数

SJI: 対する限界点火電波依 t I: 相当する点火時間

の盛に等し rか叉はそれより 'J、"るニとが必要である.

4、.，.......\'時についてら伺緩な録件"読さねば r~-; な，・。

即す~;>j:...l上の総件を念個路につ γて機足した棒合のみ

安盟される bげである.

-I 愛i二発援常 2混として電池叉は発電濁区塑磁盤を便

局する場合 iにれら常 J駆1:1 孟繍当大なる内融協を符

益

N,.R

L...,
7

7l"9.IIX!

含6

なり並列健皇I':l "-l の局舎は完全なる直抗鎚 Mの窃合

となるおげであるから以下述べるー敏解 i孟各省鈷録法

じよる発肢の院となるおけである。

(9.I) 血波哲 iii 気による直並列結線発政

• 9.IlR!l::骨r釦さ庇並死因i..'S~考える。即%鍵

級の怒ま定令 11. とし並列

回路のf.l:llll令"とし4量産

筑間絡の怒茸;;.. Rio R,

11. とずる，今 11，<鳥く

<R" とする.文 HI

A' 国践には九慌の電気雷管

(，偲の電侠慣管の也擁活

銑は r とずる). }らには

九個 11，・にi主 SrI 傭

の電気明智が鈷餓されてb 、

るとする.従って SI<ぷョ

く く-'""である.

然るとき品この車並択包j路の発破でU舞読の一番-J、

さい 11，図絡に最大の電機が普寄れることにむるからそ

の出践の電気慣管位発火し 11， の回路拡信託たれ次に

11， そのII;に 11， と発火ぬ陪段的"怒り掻後"

節 9.1 !J健

一←

各 国 路 .。 電 法 1>. ぴ

合" ..銑
各直列回路の沼崎郁に供給される昆ネルギーの髭利/紗

81 回路|ん削除|均価 I'~"'" Is,
低俗回路 回路

zzr-+R 1令阿路

1 lー(R)

実火前 11J1ら B EI-'，:SlrlE，-刷、 ι_".:~:) ............IE:戸ん山rR/11，+-::-+...+ー山ァ崎

I r 印』Mz5tn2p-P3R7252.3 '，，1)_ρ3HI-f7同3
_R~+

Erl_r~ll E，l)・ら"，
1f:"I)..r ，， 1タS"tN ,,' NJt

N， 悶絶 (!l")=R",+l/" I, rR--nana幅znVr.•4nH-mU4|li一… 1,"
I悶:)_/'!l=.:.-

=R",: I 1
11,

発火後 一Jち++-R同 J¥'.
F.，， ')=I ，，~): -"Nt

，N"_I 回路 (R"-ll)_l/..+11"-1) 戸-" rpR- 潤"・ 1"-1)

多モ火後
=rw23-/Ht3内

(.) =1;ら+11隠 E"....I)_JんA1"P-f83陶

位〈・〉則ち一、"回路発久前
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器提

及〈 Amびp>
ーー

各 回 路 。 筒 協

合長宣伝抗 各 II列図F径の音量燭郵に偽給される縄本ル "nl主犯j秒【Joulef:島〉

号線問.. S 倒回路 '6 鱒回路 1 的側四路 I" 嗣回路

会 lui i&, (町・ 3+3.84") I・=1-64It調86。04JK3制 3.84 3.84 1， _1'; ωx 一33一624-l4酌-8 ん_14ωx I~_H.60x

'6 24
-6.a.: _7.01 -3 邸5032 _2.33

発点前 1-: 1・ 7.0I'xS xO .7 2・3. SC')( 16><0.7E. ・2.33 2 >(24)(0.7 :;:)(32)<0.7_27' -137 -"
S 創叩~ (Rl )J ・3+7.3 伊.); [I}.

iih1同[， I) ・9.60)(..:....:..:-:- I[，1)-9曲 x .:.~- jIIη-，“'xHlO 16 I • 2毛 32

児血大 機
-10.39 10.39 _4.41 ・2.94 I -=2.20

_9.60 F.:ll...<l.';¥:.<16><0.7 ・ 2.9 ，; 2){2_1 必 7~'~1)_2.20: x32><0.7
_217 ・_144 ""108

"側側~ (li 勾3・3+13.7 t) 1" 司

ら:1')_5.9&認 3一7 IトI市戸!PVnEa同=21 U2樋S973SW2IXUA一山1曲

-・ 15.7
2'; r 32

16.6 _3.40
発点復 -5.98 Es :r'l・ 3 扮， x:w,(l.7lE~:') -2.57=x32~O.7

-194 ‘

"飼仰路 [R'>J・3+32'\) f'>- んn・2 凶xiL
1∞

"《・} -35 35 -2.85
発火 .. =2.65 IE. Jl・ 2 飴'><3 2>< 0.7

-=ISZ

9.2節

0)-7.39, , ,
+-+:ｭ

16"24"32

b)=3.84
1 1 I I
トー+ー+~8.16':N.32

0)却ち"鏑回路宛久的.)

-'--"
，勺

"-

d)

金蝕直列の議合

山

一
ι回

一

包畿婦にllO給せ。るる弘司ドルギーの信組 J秒岱

H_l 泊:)<80xO. '7

-80.6
'"刷 II 列

。ても・るので〈例えば畿印 '0発掛発 iilll

l刑制酷 \20 ，間咽匡3SJ勺偲餓

に波れ得ぺき電波に体最大値 (f.) が存

在.，.るわけである。"ち桜印'"発繍にお

ドて，.この衝は2. 9lAmp となる.今 I直

立を打鈴銀 <nu. 単に並究館&)とすれば

Ill ltに淡れる電波 t念館 9.11 漢に朱ず野合

"て各国路 t二分合、れて灘れるわけであ

る.従ってもしもこの分総理流が発火棺

謙信に還していな r渇舎は不唖となる.

一般に発電峻型の突舷鉛，.蕊夢酷餓を III

....."・."

~，.悶

“

-田

百

..‘
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'" 工事露氏自 u益金" 節 16 容'" 1 溺

1 ・

オ供 2 回

"岨 Amp が旋返するニと位内語録拡大なる発敏置きで

は不可皆であるからである.. DuPontBI踊ters' Maｷ

ndbookll} I二よれば 4猷J\'oHsA. C 令扇d ・て".刷o

gの電気f1智による大発践に互交功してrる.

9.3) ，，""'，:/サー式発滋密による直 "f 融緩発厳

重守;;で這べたと同じ埋合仁つ γて::I;/:r:/サーの容

量 O マイタ旬 77' .， ~'，電 IE fT :tr"，トの ""y ，

Yサー式提骸震診を使用した崎舎につもて発援が劣了ナ

る迄の過程を掴めると第 9·H 長..lll る。この擦で特!:

窓味のあるニとは会敏!JI~ネルギーを器使として各曲

踏の電締罰に供給される総~ネ ρ"f-~ 出しに点であ

る。ー段 t二直並町館館とすれば全政出羽巳ネ，...+" -曲線

はilt 列の'3.合より立って〈るので直並列館餓発舷 I. 有

利であろうと b う鯉測を下して b る報併もあるがこの

様に附終に論ずるの I.U!'! りでニれが各回路の電機器 II=­

釦{湾民配分されて供鉛されこれが電気情管金発火させ

るに必安な z ネルギーになって rるかどうかを酋ぜね

II 問題を解決するニと l;lli 袋.，~~.わけである.

電気冒菅の発火~牟川レギ -I 主 E=A~ ト'"で察ねさ

れるニ'"ま褒迂の辺"であるから Xl 舗を莞火さぜる

に【主 ζの -'"I 倍の s ネ，.."i/f - 'Ii・d佐賀にとる.. ::z.\"，留

につ?て I:' -'", ff}····'...·:、陶C!!三つ rては -'"II 信。

エネ~ギ目を必要とするわけで匝l:.t:てニれらの蕊簡

と第 9.311侵より 19られた各阻惑の電鍵認に供給される

隠:0:. ，*1'"，"1'ーを蕊bナ長銀との安定位発火均慣を示ナ

ものでるる。 ιれらの関保I: 9.I) 釘に逮へた c会〈

問じでおる，従って?回 t学齢埠祭に1Iiづ〈発火傍件 b

1l'JJlilと同級である a

さてDu PontBI制en' Handbook には田沼以

上の発肢では程調の如剛=狗出らず直並引鞍 S療を推奨

して rるが果して二れが真実でるるかどヨか，叉我盟

系鉱山に於"る比百銅巡におも、て成るロ νダンサー式

発磁総省台使用して的回関の発磁を符う組合直列結 III

よりもお沼産調.z. 2 並列とした直並列鮪果のつ守が桟惇 i

E継が著し〈少なか。 fふとも也う祭揖があるが ζれは何と

観現す凡きかを以下計算仰につ γて検討し ts •
9.4) 計算例

電気賓管は展途の訴事事 No.1 I111勾f.'・0 田29+

O 凹'電鍵袋筑 1.20 ， JIJ韓挺銘 0.30 のるの金 1田

ill亮各橿髭S護法!こて発火させる。傍観の髭盟主、01こ

してョ;/，..:/サー戎草illi l::. 2iXlμ F. 13毛r のものと

Zl.μ F. 2161· の 211を飽mずる。ニの6のにつS て

m9.3衰の計算そ符h 但し

守町 _S.=.¥"._........._..._1

文!、 ρJ Hh;ozi の担制時である.

Lの計雰辺 01吉男信号店 9.' 愛である a

「 ε

,"

、‘. :.
。 - E1

/
1

2) 三五泊+E:l)(t，-Il)

3) ・ E~，+f.:Jn(t~-11)+1-:，"(/，ー叫

叉発磁訟には"0'%瓦Jli7>び焚軍爆発!:対ナる保安

上の'!lOllより跨21' イヲデが

あるa 直2歩夢I鈴按【主I.単!::

並究銘録]としたために全電

気質管の発火時間即ら旬以

内二ニの，イフチが切れてし

まえば(この時聞を"とす

る) '.此上の発火時聞を袈 " - ー

する醐はすべて残留となる 川 '1 .3 凶

前として作られて‘るのでニの J. の値は余り大でな

、。珪って主主死鈷銭には不適当である.

.~

6・3

66

わけである.

9.2) 計算例

次こ計算例として点火怒の湖町遣が m 1.1 授の訳努

KO.2 と周じらの〈却ら電僚の経揖 0.70 令国""とナ

る)令!II I' ニれを第玖 3閣の曲( 8.16.24.32f習の

合計田健の直盆列結飽とし電源としてiQ:j;在 1田r を

m~ 'iI!線J)鋒援を 30 としたものについて ln9.1~ 径

の針繁ぞ骨った鎗来!;.t8 9.2 妥及び :m9 ‘自の釦〈な

った.. J:SUf9.4 留に I:'~ eo 留の場合の発火時間も

示しに.. l!JIt，.大発昼食 U直並列勉峻 iこより符え II 有潤えよ

る二とを示してヤる。勿.illニの場合電源として受訟1I

u不適当でof>る二と t阜商躍の逮りである a 芯んと乙よれ

ばM9.2 裂にある金街路発火ll';5l mに流れる電旋盤

,
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H:l1 ""， }.'oll ー削
R!) RI) ......Enll 圃£(1)- 一一一
一=X~ --.. --~ (RIｻ)e1lTｻ) R:雲'¥"_.~ Rη lV~ ，.

X1ix-x ーu I 'R，阿 Jr.
円一

貨\ \九 3 淡

E??!1122されて主主
Ed31hEd31X戸何色 1 lhEd34

旦主主工|旦主 "I I 主主
RI .1fl I"R， ん I I ..}ら

山 Il l)
Fa234ヱー HoI)一一

• (lllワ. (Ull)

会放 III ill 線に前 gるg
合成抵抗 :! tL

=ネルギー .，ドルギー

防-【 R町wz+ Jh+JE OV:
flo，ぴIf--3j ,o=

2

町" , (l-e-{1~;(I)
11:RJ+R.

::'}.- !~l

九四球 52zh る削即=宅"

... 1. _1- ，-一._ I (I ....，品百)1

(R"-~lJ .. ..I B,,-I)
Hon-Ix Ev"-I)τ

」、"ー 1~11 路 =R'c+ Rn ・ 1 】 OV~

11. Rn-J)~-ー

~1I 旭+ 2
(/伊 -I)) [ll"-IJ)(.)

宛火後
Jr.

:.R咽-1l _R ，旬

:R:x.前|

位本〉周ち N時間路提火mJ

議I 吸 4表に i主計寡の手磁を記してあるから (i· の例題

につ rても陪綴なる吾頗ぞ踏め'"針雰街来るわタであ

る。

さて白 I~ 9.4 表において r，田個の電気官管毛 s発火さ

せる日裂する z ネ作ギー」の項と「各国協の泡裕舗に

供給される zネ作ギーの飴剰 J の項岡大小を比絞すれ

ばその発曲詰聾ずるか選定問苦残留を生ずるかが判

明するわけである。即ら市印をつけたものは巧守幸とな

るニとを示している。繍「全を交関 z ネル ~-J の羽を

見hl~ 並列回路霊安が増加する程この倫i!j.大となってド

るが突曹 t二電援部に供給されるエネ，...-l"-JlJI~電気ll!

管そ発火させるにめに矧もられる有効エネルギーは全

波出 s ネ，....>¥-と比例した関係にな νわけである。則

"金紋尚昆ネ Jν ギーのみを針 3ましてif(並列飴線の方が

有剥であるとドヨ結輸を出して』る殺抽i"l主里見りである

ニと制噛とむつむ二れらの関係をグラ 7に極めた

ものは第玖 5 固である。ニの回二おもて曲線 (I Y

と(けの釜ム(2)'と (2 )との控除母線及び脚

鉱t::i消費される zネルギーを渓わしてrることになる。

さてニの留におγて迅制 (3 )は各線級滋"よる場合

1田個の電気雷管を発火せしむるに憂する所要z ネr"，~

--i.'・摂ねしてγるから発磁器より電穏に供給される縁

ヨ色ネ r..-~- 白線( , )叉は(， )がこの眠泉より上lエ

ある場合唱み発磁が成功ナるpげである。 nlI~;事'-'

夜の*印回ものぬ (3 )直却の下にある伐とb 、コニ ι

になるa

第 9 占表及び第 9.5 固から朗らかな鈎< 200μF

!:J..< V の"ダンサー式提倍程令使mして I田偲の電

気密菅を発火させる穆，合l主直夢f鈷餓よりも鈎由直列

2並列叉i本初r1l!iD:'f~ 5 :;l主列の方が有利である二とが分

る。然し乍らそれ以ょに並列数令期加寸るニとはカえ

って態いこともよ〈分る@次に勾μκ2161'"の"ノ

or'サー式謹舷2訟を}ロャに思舎は鈎何怠る{在盆死銭授

も池宮S書館より窓偏向こなるこ c令示して 0， -::'0

叉[直立歩列惜線の縮会第 9.3 表;z. l j: (8.8)' 弐"り明

かな如〈発絞隠!IIの鉱抗が大となる粍自 e!llに消費され

るエネ Fレギーの智合が大となるので(刷出電機部に供

給さる品会ルギーが小となるので)かかる場合は:互主主

筑鯖聞は不潤となるわけでるる③

一段に "'''7;/ サー式混磁器そ使用して発散を仔フ

場合凶上述の知 <it 成多揃線が有利な助合もあるがこ

れは針'f1.例に示した釦さ繁緯なる計算を行つてはじめ

て分ることである。然し部直撃 (3) 節に述へた知〈

メタ Y瓦新日対して安全なる発破'~はマイタロフアラ
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上旬の (6) の様件の渇金 Ii電婦の憂き 1:1 刷、僚

がるる二:. ctit~ らかに fょった.

同文副瞬発発火 !B度令良〈しすぎると送捷電波"対

する安会性で間越となるがこの関係も盤式的にiI

-‘ f』aめ電気発厳霞の mt そ符う窃舎はよ E" 飼さ電気

雷智の各置の終盤 4台湾穫にスれて釦何'.る電気.

智.，発火させるかに応じて量針すべきであると ν

ラ鈷 2・'i'lS t.:~

!O) 且四鉱».tl)::>:-":.-，，，ー式発師回同 li

使交 Hill 式的 1二週も '1:'0 この式 l:.f .1電気慣菅の神

性を灘ねず A. 11.a , ..が入ってE去り斉発信皇賞に

エり点火菅波!Iiが舷It掌割に霊化する関係が"っ

てνる.

11) :I/J:--1[ 斯爆発"対する安全度が問題とはる段

鉱m""" ，....サ p式発訟留 i孟ヨ:/~:/.，.ーの容 a止

を大 P二して電"'.，小にしたものより "，，，，，，:-，"t ー

の容量 ."j 、にして電庄司 t大にた方が有利である二

cが判明しに。尤ゐニの般高官 EEl :'l 主自ら IV} 震が

るる.

!2) 竃". "'.n. 直"' ..酷係電気発健に対ナる一世

解.，遭いた a その鏑果夫容量の電沼.，使用して大

発磁令待う趨合 Ii 底並茅酷緩が有利で"る二と.

Fイナ号式主は電池 it· の発忌鐙を使用する傷合 Ii

B日ぴ苗護金原則とすべき二とョ yダ，，，. 弐発破

訟を使用する場合は :>Y? :，Iサーの容Itによって

は車並尻嵩餓が有利な場合もあるが鼠則としては

'"'呪首織で俊 mナペきでめるともう館組令 IS'. 吋

本研袋を符うにあにり，締結揮設示醐怒鳴.，路つに

日本 ft lf!!l式車全土日野間lIlIlW土並ぴ"本織をilIllXして

頂き fi !々!lA示令踊った東京大学疋飼強憎土及び実薗

を担当して II き叉常"・ 31J:. Jt，·ぜられに街健作算時火

工品研袋探副 1恒治民知輯繍観見:II! (醐伸し上げ

@。

1ll<ミ首il' aぴコシタシ"ー式提磁器審""針及び電気宛依，;:Itいて均"".

i

i

I

!

i

『

l

e

s

f

大何鍵の竃!It雷管 ..突発させョるかを皇賞詰 i二葉

L‘た.ニ@玉突l二..電気雷管の終盤..穣ねず憂国

.4 , 11, <t, ..及び鑑銑 til' が"ってrるのでこ

れらの要因につき倹射を符え I!電気宮菅のmtli

績が徳られる二とが分った.

時その餓来電気胃管の禽発銭そ向上させるために

は電鑓の民議出，比J1.比集，断面積，際民選手

"B<ぴ点火三互の鴫の厚さを一定とすると底火奈の発

火点が依〈その議伝事準の小さな.の. f.?Jk:J時間

のパ'ヲキの小はる"".刷胸聞の大とよるもの，

電憾の長さの臣いものと寸ぺきことが皇毎拍句に渇

かれた.これは後々が‘遁拍 ~l:考えて\"こ S脅迫と

ー脅しに鮪泉である.

7) 然し竃.!l<慣管の霞計..符 3 ・合その努予告篠のみ

じ注目して符うの!.1 1院りで厳発発火!B度も適当で

なければもげ f:，~ ‘が二れも虫虫闘に飴.が得られ

川『山市・ A・4・一
一 '・4山・伺

綱同.... ..

白刷閣~-.::.~土Rf"。
'町必..抱一

副同...山・-

図

,
9.'

仏
民主 ,

賞E

iii

••

炉.

ll:隊

第 Ilia ぴII: I$SI P尽きれ度し。
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